
1 
 

 

 

 

 

 

 

◎道外景観整備機構視察の報告 

（本間） 

 ・各組織に共通していたのはキーパーソンと大学で勉強している専門家がいたという

こと。 

・宇治市役所では平等院鳳凰堂の近くに大きなマンションを計画されて問題になったの

が始まりで、この時は結局建ってしまった。いざというときには間に合わなくなるの

で、普段から景観についてどれだけ考えられているかが大事。 

 ・京都市景観・まちづくりセンターは京都市が 100％出資している公益財団法人。大学

院卒（現在はハードルを下げて大卒）の人たちが 5 年間働いて、その時に作ったも

のがしくみとして残れば良しとしている。 

・練馬区みどりのまちづくりセンターでは、デザイナーが所属していて、伝えたいこと

を調整しながらマップづくりなどの仕事ができる。また、委託事業は答えありきだが、

自主事業は町の人たちと答えを模索しながらやっていくことができ、そしてそこで調

べたものが景観資源や委託事業につながるので、自主事業は委託事業の手前の大事な

ものである。 

・静岡県伊豆市では、中標津型の景観整備機構をするのであればという意見をもらった。

１％がその気になってくれれば組織が動くと思っているとのこと。 

・京都景観フォーラムは市民の人たちでやっている組織で、核となるメンバーがリード

をするようにして、ほかの人たちにも見える運営をしていくのが大事だと思えた。 

・中標津型の景観整備機構と同じ形のものはなくて、やはり中標津型を作らなければな

らないが、地域での取り組みをこうやって教えてもらったので、これを元に考えてい

きたい。視察メンバーだけでなく、8 月 24 日の研修会に来てもらってみんなと一緒

に学んでいきたい。 

・大事なのは、景観は人が作っていくということ。 

 

（國分） 

・視察で見たほかの団体と比べたとき、中標津型景観整備機構は先進的な取り組みで、

日本でも事例のないことをやろうとしている。実現するにはかなり難しく、時間がか

かる。 

・お金と人のバランスをどうやってとるかが大事。 

・行政が入って市町村や都道府県の資金でやっている団体、個人レベルでやっている団

体、その半々でやっている団体がある。 

・行政の資金で活動しているところは、やる気になった人がいて、その人に対して給料

を出すことで専念して活動ができ、その人のパワーとあと何人かいれば自然に回って

いく。 

・民間主導でやっているところは、収入には困っているという意見があり、この活動だ

けでは食べられないので補助の仕事をしながらの活動になる。 

 

【第３回みんなのなかしべつプロジェクト会議 開催報告】 

◇日 時：平成３０年６月７日（木） １９：００～２０：５０ 

◇場 所：中標津町役場３階 ３０１会議室 

◇出席者：１９名 



2 
 

・結局お金がなければ活動はできないが、それが中標津だとどのような形になるのかが

難しいと思った。 

 ・静岡県伊豆市でも建築士がメインとなって活動しているが、建築士としての仕事を

しながら、景観の活動が自分の仕事に還ってくるような、広域の活動という認識で

行っている。 

 ・結局お金をどうするか、そこにどういう人が入るかが大事で、そのバランスが難し

い。 

 ・行政の資金での活動は当然縛りがあり、期限がある。自由度が低い。また、予算を

つけてもらう関係上、最初に事業を組み立てて計画を出しているところもある。 

 

（事例紹介） 

◇京都景観・まちづくりセンター 

・京都景観まちづくりセンターはほとんど役所のような団体で、景観に配慮した設計を

する際に捕捉の説明などをしている。 

・日本で最初の景観整備機構で、京都市役所の景観担当課が外に出て、京都市のお金を

使って運営しているような感じ。京都市がもっている日本で一番厳しい景観条例を事

業者に守らせている。 

・事業内容は助成金を出したり、講座を開催したり、様々な事業者からの相談を受け付

けたりしている。 

・市民の方が気軽に相談に行くというのは受けていないわけではないが、どちらかとい

うと事業者のための相談窓口になっている。 

 ・職員は 5 年が上限で変わるが、その後は景観アドバイザーであったり、建築士の場

合でも景観条例に基づいたアドバイスができるようになる。センターでのノウハウ

を活かして企業での景観の分野を任せられるなども考えられる。人材育成。 

◇京都景観フォーラム 

 ・京都景観・まちづくりセンターに 5 年間いた方が退職後、ここで事務局長をやって

おり、その人が中心になって活動している。 

 ・とても民間寄りの団体で、まちづくりセンターから委託を受けて調査等を行ってい

るが、実質的な業務はゼロから会費制の講座などを開いている。 

 ・講座の参加者としては、色々な業者や建築士、行政書士、行政職員など。講座の内

容も色々なジャンルがあって、景観だけでなく色々な勉強ができる。これが主な収

益になる。 

 ・こちらの団体では地元の方から相談を受けており、景観の作り方や協議会の作り方

などの具体的な相談を受けて、実際にいくつも協議会が出来ている。 

◇静岡県建築士会 

・静岡県建築士会は、静岡県から景観整備機構としての指定を受けて、中心となって活

動している。 

・県の建築士会だが、県だけでなく、県内の市町村からも指定を受けている。 

・元々、自分たちの仕事に還ってくる活動をしていたのが、たまたま景観整備機構と重

なった事例であり、中標津とは異なると思う。 

・逆に中標津と重なる部分だと思ったのは、伊豆の中の一部が景観整備機構だが、活動

は伊豆半島全体で行っている。もし、これが中標津で始まった場合に、中標津だけで

なく道東での活動という広がり方の参考になると思った。  
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・ここは県の建築士会だが、市町村職員とも仲良くしている。とてもマメに各市町村に

通っていて、士会や地元の方、市町村職員と一緒に地元に入って活動している。 

 

◇練馬区環境まちづくり公社みどりのまちづくりセンター 

・行政のお金を使いながら、自主事業でお金を作り出そうとしている。大体 8：2 くら

いの割合で行っている。 

・組織が大きく、団体を作る前に同じような団体が横にいくつもあり、そこの自転車駐

車場の管理運営などで資金を稼げる。 

・事業内容として、ねりまの散歩道というマップを作成している。外の人向けではなく、

どちらかといえば地域の人の認知度向上のための活動だと思われる。町の予算で行わ

れた。 

・ポストカードで町の景観の写真を撮って残している。これは自主事業でやっている。

あなたのとっておきの風景を教えてくださいということで、写真と場所を応募しても

らう。落ちる人がいないので、どんどん登録され、登録証を発行するなど市民に参加

させるような仕掛けがある。また、写真の展示会などのアウトプットも行っているが、

収益とはそんなにリンクしていない。 

・金銭的に 2割くらいが自主事業だが、エネルギー量的には半々くらいだと笑っていた。 

・自主事業として景観調査を行っている。どんな景観があるかという調査や登録など。

それぞれのチームが好きなエリアを決めて研究会を作る景観まちづくり研究会や、好

きなように好きな庭を作って、それを写真に撮って発表する緑自然景観保全モデル調

査など、人づくりをしたり、景観の種を発見したりなどを自主事業としてやっている。 

・キーマンになる人はいるが、すごくたくさんの市民が関わって、やりたいことを勝手

にやっているというイメージ。チームが好きなことをやりたいようにやって、アウト

プットとしてもっていく。発表の仕方はお祭りになっていたり、写真展やワークショ

ップとして発表もしている。 

・中心となるアイディアマンとして組織を回す人がいて、それに応えてくれるチームが

結成されていた。中心メンバーは 7 人くらいいて、30 代くらいの女性がメインだっ

た。色々なアイディアを形にするチームができているのが、いいなと思った。 

・チームにデザインのプロなども入っていて、ミーティングができて、デザインができ

て、アウトプットができる。 

・これを中標津に当てはめると、どういう人が始めて、提案ができて進んでいくという

のは、最初の核になる人がどんな人で何人くらいかというのが重要だと思った。資金

もないので、どうするのか大変。 

・印象的には、すごく大変だなぁって感じ。先進的なことで時間はかかるけど、すごく

大切。 

 

◇質疑応答 

・修景というのはどういう意味合いの言葉なのか。 

・役所によって、綺麗な景観が並んでいるときに、見た目の悪いものにお金を出して周

囲に合わせる取組。歴史的建造物の場合は、過去の景観的によかった状態に戻すなど。 

・そもそも修景はなにを基準に行われるのか 

・景観計画の中でルールを決めて、それに合わせてもらう。 

・歴史的な街並みの場合、どちらかと言えば壊さないというより保存。中標津の場合は

保存するようなものも伝成館くらいで難しい。 
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・パンフレットを見ていたら、参加者が年寄りばかり。練馬区では若い人を巻き込みや

すい仕掛けづくりをしている。整備機構という名前も景観づくり機構などのそういう

言い方のほうが中標津らしい。 

・冬のまち歩きのときに参加した中学生の子が、中標津の景観は山にあると言っていた。

それを伊豆市の方に言ったら、山に合わせるというのがあると言っていた。 

・中標津町では交差点から見える山こそが町の景観。武佐岳や標津岳を子供のころから

見てきた。 

・まち歩きのある 7月 1日というのは、空港の開港日だったり、総合文化会館の開館日

だったりする。日付を決めたのは歴史的な背景を考慮したわけではないが。 

・先ほど伝成館以外なにもないという話だったが、意外に結構ある。市街地の中に木の

電柱がいくつか残っていたりなど、探し出すのが大事かなと思う。 

・色探しをするゴール時点というか、結果として何かを残すのか。 

・まだ今回が 2回目なので、これから何回かやっていった中で決めたい。 

・中標津町で景観重点区域は開陽台だけだが、伊豆市の景観まちづくり重点区域という

のが今後のゴール地点の１つとして、とても参考になるのかなと思った。先ほどの色

を選定するという話で、決まった時にこれで指定しようとか、住宅を揃えようなど。

これは行政が主導で行ったものなのか。 

・これは地域主導で行った。修善寺の人たちがこうしたいと話し合い、行政側が後から

ついてきた。 

・看板なども細かく決められているので、今後に向けて参考になるかなと思った。 

 

◎景観学習について 

今後景観整備機構の仕事の１つにしていきたい景観学習について。小学生の子ども

たちと景観の工作をする際に、誘導してくれる大人を募集している。9 月 25 日に中

標津小学校、10 月 30 日に中標津東小学校、10 月 31 日に計根別学園で行う。中小は

4 人、東小は 6 人、学園は 4 人の手伝いが欲しい。3 日とも通しで参加してくれる方

がいれば助かる。その場合、中小と東小では景観ネットワークと教育委員会が行い、

それを見て、計根別学園では代わりに司会などもやってほしい。中標津小学校は 2ク

ラスあるので、45分×2回、前後の準備を含めて半日くらいかかる。東小学校は 3ク

ラスあるので、1日かかる。学園は 1クラスなので 2時間くらい。通しでなくても参

加を検討していただきたい。可能な方がいれば、街づくり推進係に連絡してほしい。 


